
１．医療安全管理者養成研修	  詳細は２～ 3ページ

　本研修は、厚生労働省が示した「医療安全管理者の業務指針および養成のための研修プログラム作
成指針」（令和２年３月改定）に則り、「医療安全対策加算」の施設基準に記載されている「医療安全対
策に係る適切な研修」に対応しています。

２．【科目履修】医療安全管理者養成研修	  詳細は 4～ 5ページ

　本研修は、医療安全管理者養成研修を修了された方が再度「医療安全管理者養成研修」の一部の科目
について受講できるようになっています。

３．【演習】ＲＣＡを用いた事故事例分析	  詳細は 6ページ

　本研修は、リスクマネジャー交流会などで「開催して欲しい」とご希望の多い、RCAの演習です。
チーム（2，3名）でのご参加もできるようになっています。

４．リスクマネジャー交流会	  詳細は 7ページ

　本交流会は、リスクマネジャーの横のつながりを目的として、医療安全委員会が主催しています。
日頃の医療安全活動の振り返り、他施設との情報交換などの「場」となっています。

医療安全管理者の養成

医療安全の継続学習の支援

１．医療安全管理者養成研修

目的：医療安全管理体制の確立に必要な
基礎知識・方法について学習する

２．【科目履修】医療安全管理者養成研修

目的：学んだ科目を再学習し知識を深める

３．【演習】ＲＣＡを用いた事故事例分析

目的：事例分析のスキルをみがく

４．リスクマネジャー交流会

目的：リスクマネジャー同士の繋がり

【東京都看護協会 危機管理室】

令和５年度医療安全に関する
研修のお知らせ

　令和５年度 危機管理室では組織的な医療安全管理体制を確立するために必要な基礎知識・方法に 　令和５年度 危機管理室では組織的な医療安全管理体制を確立するために必要な基礎知識・方法に 
ついて学習し、自施設の医療安全管理者として活動できる人材を育成する「医療安全管理者養成研修」ついて学習し、自施設の医療安全管理者として活動できる人材を育成する「医療安全管理者養成研修」
の実施とともに、看護職の皆さまが、継続的に医療安全に資する学習と経験を積み重ねることを支の実施とともに、看護職の皆さまが、継続的に医療安全に資する学習と経験を積み重ねることを支
援する研修を実施いたします。援する研修を実施いたします。

東京都看護協会　危機管理室の医療安全研修の枠組みⅠ
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１．医療安全管理者養成研修

１）開催日時

第1回：令和5年　�6/19（月）・6/20（火）・6/26（月）・6/27（火）・7/3（月）・7/4（火）・7/5（水） 
フォローアップ研修（６ヵ月後）：令和６年1月開催予定

第2回：令和5年　�7/21（金）・7/22（土）・7/28（金）・7/29（土）・8/3（木）・8/4（金）・8/5（土） 
フォローアップ研修（６ヵ月後）：令和６年2月開催予定

第3回：令和6年　�2/7（水）・2/8（木）・2/13（火）・2/14（水）・2/22（木）・2/23（金）・2/24（土） 
フォローアップ研修（６ヵ月後）：令和６年９月開催予定

２）受講資格　
次の①～④の要件を満たしていることが必要です。
①　看護師としての実務経験が５年以上の方（准看護師経験を除く）
②　現在、医療安全管理者の任にある、又は今後その役割を担う予定の方
③　７日間全日程（42時間）に参加可能な方
④　６ヵ月後フォローアップ研修に参加可能な方（研修受講後、活動記録の提出あり）

３）募集定員	 70 名（各回）

４）受講料	 【会員※】48,400 円　※令和 5 年度入会手続が済んでいる東京都看護協会会員

		  【非会員】96,800円
		  　　●受講料は、６ヵ月後フォローアップ研修の受講料を含みます

５）研修会場	 東京都看護協会会館
		  〒160-0023東京都新宿区西新宿四丁目2番19号
		  最寄り駅：都営大江戸線「西新宿五丁目」駅

６）申込期間
	 第1回・第2回同時募集	 令和5年  4月7日（金）～  5月12日（金）	 17時必着
		  第３回	 令和5年12月1日（金）～12月22日（金）	 17時必着

７）申込方法
東京都看護協会ホームページよりお申し込みください。  https://www.tna.or.jp/ 

受講する回「第〇回」を確認し、WEB申込をします。STEP1

受講推薦書「様式3」をホームページよりダウンロードして記入します。STEP2

返信用封筒を準備します。長３サイズの封筒に、94円切手を貼付してください。
返信用封筒の表には「施設又は自宅（受講可否通知送付先）の住所および氏名」を記入します。

STEP3

受講推薦書「様式3」と返信用封筒を下記に郵送します。
　※ 封筒の表に「第〇回　医療安全　推薦書在中」と朱書きをお願いします。
〒160-0023 東京都新宿区西新宿四丁目2番19号
　　　　　　　　　　　東京都看護協会　危機管理室　宛

STEP4

各研修のご案内Ⅱ
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8）その他
●　修了証書は、７日間（42時間）すべて出席した場合のみ発行いたします。
●　応募者多数の際は選考となります。また、書類不備により受講不可となる場合があります。
●　�原則として受講決定後の受講者の変更及びキャンセルはお断りいたします。万が一キャンセル

となった際は「推薦者」の方からのご連絡をお願いいたします。

９）研修内容（予定）� ※講義の順番は回により異なります。また内容は一部変更になることがあります。

No 時間 科目名 目的 内容

1 1.5 医療安全の変遷および政策 ・�医療安全に関する動向及び基本的な 
知識を理解する

・医療安全管理に関する法令や制度、指針
・医療安全施策の動向

2 1.5 日本医療機能評価機構の活動 ・�日本医療機能評価機構の役割と活動に
ついて理解する

・日本医療機能評価機構の役割
・事故防止事業と産科医療補償制度
・医療機関内の情報の活用

3 3 医療現場における医療安全の
考え方と基本的知識

・医療安全の基本的な知識を理解する
・�医療安全におけるPDCAサイクル、 

評価を理解する

・医療安全の基本的な知識
・医療安全活動のPDCAサイクルの実際、評価
・KYTの実際

4 3 医療事故に関連する法律の
基礎知識

・�医療事故に伴う法律の基礎知識、法的
責任を理解する

・事故発生時の対応を理解する

・医療事故に関連する法律の基礎知識
・医療事故調査制度
・医療事故に伴う法的対応

5 3 医薬品安全管理責任者の
役割と組織的取り組み

・�医薬品安全管理責任者の役割と協働に
ついて理解する

・薬剤に関連した医療事故を理解する

・医薬品の安全管理に必要な基本的知識
・薬害と副作用について
・医薬品副作用被害救済制度
・医薬品安全管理責任者の役割
・医薬品に関連した具体的事例への対応

6 6
【演習あり】
医療事故発生のメカニズムと
ヒューマンエラー

・�医療安全に資する心理学や人間工学の
見地から、ヒューマンファクターにつ
いて学ぶ

・�ヒューマンエラーを防ぐ組織的な取り
組みを学ぶ

・�医療安全におけるチームでの取り組み、
コミュニケーションの重要性を理解する

・ヒューマンファクターとその対応
・職場風土と安全文化
・事故とヒューマンエラー【演習】　
・医療安全におけるコミュニケーション【演習】

7 1.5 医療事故発生時の対応
・事故発生時の組織的対応を理解する
・�重大事故発生時の組織的対応を理解する
・当事者や部署のサポートを理解する

・�医療事故発生時の初期対応、組織対応、 
当事者サポート等

・医療事故調査制度事案の対応

8 1.5 医療機器安全管理責任者の
役割と組織的取り組み

・�医療機器安全管理責任者の役割と協働
について理解する

・医療機器に関連した医療事故を理解する

・医療機器の安全管理に必要な基本的知識
・医療機器安全管理責任者の役割
・医療機器に関連した具体的事例への対応

9 1.5 院内感染対策の基本的知識 ・�医療安全のための院内感染対策の基本
的知識を理解する

・院内感染対策の基本的知識
・リスクマネジメントに必要な感染対策

10 1.5 医療事故に関係した
患者・当事者への対応

・�医療事故に関わった当事者や患者を理
解する ・医療事故の当事者や患者のサポート・対応

11 2 インシデントデータと
医療安全対策構築

・�組織における医療安全体制の構築に 
ついて理解する

・�インシデントレポートの活用による 
医療安全管理体制の再構築

・医療安全に関する組織的取り組み
・医療安全管理室の役割

12 4
【演習あり】
組織の医療安全管理体制と
看護が関連した医療事故

・�組織の医療安全管理体制及び、教育活
動を理解する

・看護に関連した医療事故を理解する

・医療安全のための指針【演習】
・組織横断的な組織づくり
・医療安全委員会の役割
・看護に関連した具体的事例への取り組み
・事故報告体制について
・教育研修・教育活動【演習】

13 6
【演習あり】
事例分析手法について

（ＲＣＡ分析）
・�医療事故事例の分析手法を学び分析で

きるようにする
・事故分析の実際
・再発防止に向けた対策
・RCA分析【演習】

14 1.5 医療安全への取り組み ・�医療安全管理者の具体的活動について
学ぶ

・医療安全管理者の具体的活動
・継続教育

15 4.5 【演習あり】
医療安全への取り組み

・�今後の自施設における取り組みの課題
を明確にする

・自施設の課題整理 【演習】　
・課題解決にむけたプラン作成 【演習】　
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2．【科目履修】医療安全管理者養成研修

　過去の研修で学んだ内容も、時間が過ぎれば曖昧になったり、忘れてしまったり、時には誤った
記憶になることもあります。
　皆さまが医療安全活動を進めるためには、知識の更新やブラッシュアップをすること、自分の医
療安全の考えを深めること、など継続して学習することが重要です。本研修をその機会として活用
していただきたいと思います。

１）開催日時　
5ページのプログラム等で科目履修を希望される日時をご確認ください。

	 ※講師については、４月10日以降にホームページでご案内します。

２）受講資格　
医療安全管理者養成研修の受講を修了した看護職

３）募集定員	 各回10各程度

４）受講料	 各講義の【会員※】【非会員】の料金は５ページのプログラム等でご確認ください。	
	 ※令和 5 年度入会手続が済んでいる東京都看護協会会員

５）研修会場	 東京都看護協会会館
		  〒160-0023 東京都新宿区西新宿四丁目2番19号
		  最寄り駅：都営大江戸線「西新宿五丁目」駅

６）申込期間	 第１回：令和 5年４月10日（月）～ 5月26日（金）	 会員優先・先着順
	 第２回：令和５年５月  8日（月）～ 6月30日（金）	 会員優先・先着順

７）申込方法
東京都看護協会ホームページよりお申し込みください。  https://www.tna.or.jp/ 

８）その他
●　�講師は都合により、変わる場合があります。講師の変更による受講キャンセルはできませんので 

ご注意ください。
●　入力記載の不備により受講不可となる場合があります。
●　講義終了時、受講証明書を発行いたします。
●　万が一キャンセルとなった際はメールで速やかにご連絡をお願いいたします。

受講する「【科目履修】科目名」を確認し、WEB申込をします。STEP1

受講の可否は申込期間終了日から5日以内にメールで連絡があります。STEP2
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９）第１回医療安全管理者養成研修時の【科目履修】のプログラム等

日程 時間 講義
時間

会員料金
（円）

非会員料金
（円） 科目名 内容

6/19（月） 11:10 〜
12:40 90分 1,650 4,950 日本医療機能評価機構の活動

・日本医療機能評価機構の役割
・事故防止事業と産科医療補償制度
・医療機関内の情報の活用

6/19（月） 13:40 〜
16:50 3時間 3,300 9,900 医薬品安全管理責任者の役割と

組織的取り組み

・医薬品の安全管理に必要な基本的知識
・薬害と副作用について
・医薬品副作用被害救済制度
・医薬品安全管理責任者の役割
・医薬品に関連した具体的事例への対応

6/20（火） 9:30 〜
12:40 3時間 3,300 9,900 医療事故に関連する法律の

基礎知識
・医療事故に関連する法律の基礎知識
・医療事故調査制度
・医療事故に伴う法的対応

6/20（火） 13:40 〜
16:50 3時間 3,300 9,900 医療現場における医療安全の

考え方と基本的知識

・医療安全の基本的な知識
・�医療安全活動のPDCAサイクルの実際、

評価
・KYTの実際

6/27（火） 9:30 〜
11:00 90分 1,650 4,950 医療事故発生時の対応

・�医療事故発生時の初期対応、組織対応、
当事者サポート等

・医療事故調査制度事案の対応

6/27（火） 11:10 〜
12:40 90分 1,650 4,950 医療機器安全管理責任者の

役割と組織的取り組み
・医療機器の安全管理に必要な基本的知識
・医療機器安全管理責任者の役割
・医療機器に関連した具体的事例への対応

6/27（火） 13:40 〜
15:10 90分 1,650 4,950 院内感染対策の基本的知識 ・院内感染対策の基本的知識

・リスクマネジメントに必要な感染対策

6/27（火） 15:20 〜
16:50 90分 1,650 4,950 医療事故に関係した患者・

当事者への対応 ・�医療事故の当事者や患者のサポート・対応

7/3（月） 9:30 〜
11:40 2時間 2,200 6,600 インシデントデータと

医療安全対策構築

・�インシデントレポートの活用による医療
安全管理体制の再構築

・医療安全に関する組織的取り組み
・医療安全管理室の役割

10）第２回医療安全管理者養成研修時の【科目履修】のプログラム等

日程 時間 講義
時間

会員料金
（円）

非会員料金
（円） 科目名 内容

7/21（金） 15:20 〜
16:50 90分 1,650 4,950 日本医療機能評価機構の活動

・日本医療機能評価機構の役割
・事故防止事業と産科医療補償制度
・医療機関内の情報の活用

7/22（土） 9:30 〜
12:40 3時間 3,300 9,900 医療事故に関連する法律の

基礎知識
・医療事故に関連する法律の基礎知識
・医療事故調査制度
・医療事故に伴う法的対応

7/22（土） 13:40 〜
16:50 3時間 3,300 9,900 医薬品安全管理責任者の役割と

組織的取り組み

・医薬品の安全管理に必要な基本的知識
・薬害と副作用について
・医薬品副作用被害救済制度
・医薬品安全管理責任者の役割
・医薬品に関連した具体的事例への対応

7/29（土） 9:30 〜
11:00 90分 1,650 4,950 医療事故発生時の対応

・�医療事故発生時の初期対応、組織対応、
当事者サポート等

・医療事故調査制度事案の対応

7/29（土） 11:10 〜
12:40 90分 1,650 4,950 医療機器安全管理責任者の

役割と組織的取り組み
・医療機器の安全管理に必要な基本的知識
・医療機器安全管理責任者の役割
・医療機器に関連した具体的事例への対応

7/29（土） 13:40 〜
15:10 90分 1,650 4,950 院内感染対策の基本的知識 ・院内感染対策の基本的知識

・リスクマネジメントに必要な感染対策

7/29（土） 15:20 〜
16:50 90分 1,650 4,950 医療事故に関係した患者・

当事者への対応 ・�医療事故の当事者や患者のサポート・対応

8/3（木） 9:30 〜
11:40 2時間 2,200 6,600 インシデントデータと

医療安全対策構築

・�インシデントレポートの活用による医療
安全管理体制の再構築

・医療安全に関する組織的取り組み
・医療安全管理室の役割

※第３回医療安全管理者養成研修時の【科目履修】のプログラム等については８月ころHPでご案内します。
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３．【演習】ＲＣＡを用いた事故事例分析

　RCA（Root Cause Analysis:根本原因分析）は、「なぜ」「なぜ」を繰り返して、問題の根本的な原
因を発見し、対策立案、実施、評価するための分析手法です。医療機関では、「年に一度くらいし
か実践したことがない」と経験不足を不安に思う意見を伺います。この機会にぜひご参加ください。
　本研修では、皆さまが自施設で行うときに「良き協力者」を得られるように、チーム（２,3名）での
ご参加もできるようになっています。

１）開催日時　
	 令和5年12月16日（土）13：00～ 17：00（4時間）
	 ※プログラムについては８月ころHPでご案内します。

２）受講資格　
　次の①～③の要件を満たしていることが必要です。
①医療安全管理者養成研修の受講を修了した看護職（※RCAを経験していることが望ましい）
②チームの場合は①の方をメンバーに含むこと。
③チームの場合は同じ医療機関に勤務していること。

３）募集定員	 ６0 名程度（5 〜 7 名のグループとなります）

４）会場	 東京都看護協会会館

５）受講料	 【会員※】	 6,600 円　※令和 5 年度入会手続が済んでいる東京都看護協会会員

	 【非会員】15,400円

６）申込期間	 令和 5年 10月 2日（月）～ 20日（金）　応募者多数の際は選考

７）申込方法　　
東京都看護協会ホームページよりお申し込みください。  https://www.tna.or.jp/ 　

８）その他
●　研修終了時、受講証明書を発行いたします。
●　入力記載の不備により受講不可となる場合があります。
●　万が一キャンセルとなった際はメールで速やかにご連絡をお願いいたします。

「【演習】RCAを用いた事故事例分析」を確認し、WEB申込をします。STEP1

受講の可否は申込期間終了日から5日以内にメールで連絡があります。STEP2
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４．リスクマネジャー交流会

　本交流会は、平成19年よりリスクマネジャーの横のつながりを目的として、医療安全委員会が
主催しています。
　病院のリスクマネジャーでもある医療安全委員がファシリテーターとして、グループワークを行
います。
　令和４年度はテーマを「集まろう！語ろう！医療安全～リスクマネジャーの『つながり』を深めよ
う～」として、他施設の医療安全での取り組みから自施設の問題解決を考える機会としました。
　看護職のみならず、他職種の参加も歓迎いたしますので、声を掛け合ってご参加ください。

１）開催日時　
	 令和5年10月7日（土）13：00～ 16：00（3時間）

	 ※プログラムについては７月ころHPでご案内します。

２）参加資格　
　リスクマネジャー（医療安全推進者）の任にある
　看護職・医師・薬剤師・臨床工学技士・理学療法士等

３）募集定員	 100 名

４）会場	 東京都看護協会会館

５）受講料	 【会員※】　3,300 円　※令和 5 年度入会手続が済んでいる東京都看護協会会員

		  【非会員】　6,600円

６）申込期間	 令和 5年 8月 10日（木）～ 9月 20日（水）　応募者多数の際は選考

７）申込方法　　
東京都看護協会ホームページよりお申し込みください。  https://www.tna.or.jp/ 

トップページ ⇒ ①研修一覧 ⇒ ②委員会主催研修 ⇒ ③【医療安全委員会主催】リスクマネジャー交流会

８）その他
●　交流会終了時、受講証明書を発行いたします。
●　入力記載の不備により受講不可となる場合があります。
●　万が一キャンセルとなった際はメールで速やかにご連絡をお願いいたします。
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＜お問合せ先＞
公益社団法人東京都看護協会　危機管理室
TEL:03-6300-5447（危機管理室直通）

e-mail：anzen@tna.or.jp

― 8 ―


